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(2) 地 下 水

京都盆地では，扇状地性堆積物である上部

洪積層に主として不圧地下水が，大阪層群に

被圧地下水が賦存する。

上部洪積層のうち，扇状地性堆積物は京都

217 駅以北に発達している。透水量係数は 2 ~

4X10-2m2fs程度とな っている(2)

001-504 地下水位は，不圧地下水についてみると，

降雨に直ちに応答し， 5~ 9 月 に水位が高く ，

1~ 2 月に低い(図 2-6-25)。被圧水頭は， 字

治川以南の地域についてみ ると， S ~10 月の

かんがい期の揚水による一時的な水位低下は

ある ものの，年聞を通じてそれ程変イじはなく，

経年的な低下も認められない。しかし，京都
図2-6-26 主要水準点における累計地盤沈下変動図

(地下水利用等基礎調査，1980年3月， 市南部，向日市，長岡京市，大山崎町などの

京都府〉 地域では，上水道用，工業用の地下水採取が

盛んで、，被圧水頭は年々低下している。また，地盤沈下も発生しており， 1975~ 87 年までの間で
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2cm以上の沈下量が観測されている(図2-6-26)。

京都駅より南では，やや細粒となる。透水

量係数 も 1.6 ~ 2 .8X 10-3 m2fs程度になる。

被圧地下水は大阪層群中の砂{深層を得水層

とし，粘土層を加圧層として存在する。透水

量係数は，2~ 4 X 10-3 m2fs程度になってい

る。

〈宮島吉雄〕
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8.亀岡盆地

(1) 地形 ・地質

亀岡盆地は京都盆地と峠一つを隔てて西北方に位置 し，桂川上流の大堰川の流域にひらけた盆

地である。東西約 3~S km，南北約 10km，面積約 32km2の往時の湖盆である。盆地の標高は

100m 前後， 盆土也を囲む山地は 400~600m の標高をもっ。

亀岡盆土也は，古生層とそれを貫く花商岩からなる山地に固まれた構造盆地である。亀岡盆地に

みられる地質はすべて第四紀層と考えられる (表2-6-10)。



第 6]江・ 近畿地方の地下水 559 

も々、

"---ー 基盤等深線(111)

・3武抑3'1:位置
0 電気探査誤IJ点

イ t

。 。

ELm 
100 

-100 -100 

-200 -200 

図2-6-27 亀岡盆地基盤等深線図〈重力探査による)

(近畿農政局(1)による)

{深層は，地表では盆地東南部の丘陵をつくり，磯，

砂，粘土層からなる。なお， j深層の亜炭層から採取

された植物化石は大阪層群上部の時代を示す。

高位段丘土佐積物は篠町にみられ，表層部が顕著に

赤色化を うけた磯層である。

中位段丘土佐積物はほぼ 100mの高度を もっ広い

平坦面をなし，主として磯，砂からなる。曾我部町

天川には泥炭層があり，植物化石を産し， ウノレム氷期に対比されている 〈図2-6-27)。
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(2) 地下水

亀岡盆地では古くから浅井戸によって不圧地下水が取得され，飲雑用水，かんがい用水源とし

て利用 されている。浅井戸の深度は一般に 2 ~10 m である。

電気伝導度の測定結果では，100μσ/cm以下の地下水は大堰川沿いの地滑に存在し，周辺の山
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9. 奈良盆地

(1) 地形・地質

奈良盆地の地下水利用は，

地に近づくに従って高くなり，最高 300μσJcm程度を示す。

一方，亀岡盆地には約 20本の深井戸が掘削され，主として水

回補給水が取得されている。掘削深度は 60-80 m が多く，揚水

量は 2，000-4，000m3Jdであ る。

盆地の中央部，宇津根橋北方の代表井 NO.Aの柱状図を示せば

図 2-6-28のとおりである。深度0-71mの聞は主として砂疎層

からなり，そのうち，15 m までの玉石まじり砂l深層は 中位の段

丘砂喋層と考えられる。深度 71-168mの聞は，粘土，砂，砂喋

および泥炭の互層で， 5-10 m 程度の単層が互層 している。那須

による花粉分析の結果では，深度 145-146m， 162-163 m の 2

つのサンフ・ノレにはリクイダンパ ー (Liquidambar)が含まれ，深

度 71-168m の地層は篠j霞で，大阪層群相当層と考えられる。

深度 168-180m の聞は，古生層の基盤岩と考えられるホノレンヘ

ノレスが採取された。

深井戸 14本の水質分析の結果は図 2-6-29のとおりである。

(清水欣一〉
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図2-6-29 亀岡盆地水質組成図

唐古遺跡の井筒の出土からみて， すでに弥生時代に行われていたこ


